




























































































































? ）?構造的変化の本質は、公共政策の領域が単に ? つの国家や ? つの地域枠を超える傾向にあると
いう点だけに限らない。様々な異なる複数のセクターが、あるいは官民の両セクターが複雑な
形で関与するようになっている。
























































































【表 1 】国家安全保障関連戦略・計画とその焦点??）（2001年 9 月以降～現在）
国家安全保障関連戦略・計画名 年　月 焦点
????年 ? 月同時多発テロ発生
国土安全保障国家戦略（???????????????????????????????????????） ????年 ? 月 テロ
国家安全保障戦略（????????????????????????????????????????????????
??????????）
























????年 ? 月 テロ・自然
パンデミック・インフルエンザ実施計画のための国家戦略
（???????????????????????????????????????????????????????????）
????年 ? 月 自然
国家インフラ防護計画（???????????????????????????????????????） ????年 ? 月 テロ・自然
対テロ国家戦略（?????????????????????????????????????????）
（更新）
????年 ? 月 テロ
航空安全保障のための国家戦略（???????????????????????????????
????????）


















































































































































国際公共政策研究 第3巻第  号
集中した。下院は「ハリケーン・カトリーナに対する準備および対応調査のための特別超党派委員
会」（?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????





























??）?下院の報告書は????????????????????????（??????????? ????????? ???????????????????????????? ??）、上院の報告書は























































































































































































国際公共政策研究 第3巻第  号
である。
４．結論と日本への政策インプリケーション
　総じて、どのようにグローバルリスクマネジメントアプローチのための構造的な戦略を国家レベ
ルで構築していくかを考察する点を念頭に置きながら、米国の包括的リスクマネジメント戦略の検
証することによって主に次の ? 点が明らかになった。
　第一に、米国では、近年の ? つの危機を契機として、従来個別に対処されてきたリスクを包括的
に国家戦略の中に取り込み、一貫してリスクマネジメントを行う国家戦略や計画が多層的に進めら
れている。戦略の中では、グローバル化の深化に直接関連するものは少ないものの、イシュー連携
性や、セクター連携性、特に民間セクターとのパートナー関係など、グローバル化の深化の構造に
関わる側面についても、国家戦略や計画の中で焦点が当てられ、それを考慮した戦略実施の措置が
一部進んでいる。
　第二に、国家戦略や計画ではステークホルダー間の調整やパートナーシップの必要性は強調され
ているものの、その戦略の方向性を具体化する手段では「統制」や「指揮命令」が重点が置かれ、
予測不可能な事態や経験したことのない事態に陥った際に柔軟に、適応力をもって対応するための
「弾力性」を実現するための手段の構築に至っていない。ハリケーン・カトリーナの経験を踏まえ、
包括的リスクマネジメントを実施していくために、今後「弾力性」をどのように実現していくかが
大きな課題になっている。
　第三に、「弾力性」の実現には、ステークホルダーの関与とオープンな仕組みが肝要であり、こ
れをいかに実施するかが米国の包括的リスクマネジメントを今後左右することになると考えられ
る。さらに、グローバル化の深化の文脈から、この包括的リスクマネジメントを捉えなおすと、ま
さにグローバル化の深化が公共政策に及ぼす影響に対応するためには、この「弾力性」が必要不可
欠であることが指摘できる。特に、グローバルリスクマネジメントにおける「弾力性」においては、
「相互依存性」の問題を斟酌し、それを踏まえたステークホルダーの関与とオープンな仕組み創り
が要求される。
　以上を踏まえ、グローバル化の深化に社会が紛れもなく組み込まれている日本への政策インプリ
ケーションとして、大きく ? 点挙げることができる。第一に、本稿で扱った包括的リスクマネジメ
ント、およびグローバルリスクマネジメントアプローチについて、現状では日本ではほとんど国家
戦略の中に包括的に組み込まれての対応には至っておらず、また、テロ、鳥インフルエンザ、震災
といった個別のイシューごとに従来の行政機構の中で政策形成が行われているという現実がある。
なぜ包括的リスクマネジメントやグローバルリスクマネジメントを国家戦略として扱われる必要
があるか、さらにどういう点で既存の行政組織や政策形成では対応しきれないのかについて、本稿
で取り上げた米国のケースや、それとグローバル化の深化の特徴との関連性を踏まえて議論される
グローバルリスクマネジメントアプローチのための構造的戦略に向けて 
ことが肝要と考えられる。
　第二に、ここで意図することは、米国のケースをそのまま先進事例として単にその戦略・計画や
仕組みを採用することを薦めるものではない。例えば、災害対応において日本版????を創設する、
あるいは災害ツールとして???を採用するといった議論が日本でよく聞かれる。しかし、????や
???を日本に導入することが良いのか悪いのかその是非を議論する前に、あらゆるリスクが日本社
会にどのように関わっているのか、さらにグローバル化の深化は日本社会とリスク環境どのような
影響を及ぼしているのかについて、議論を重ねる必要がある。そうした議論に基づいてこそ、何が
日本国家に必要かが明らかになるのではないだろうか。それを踏まえた上で米国の????や???を
先例として検証することが政策形成に必要なステップであると考えられる。本稿で示したように、
????や???には多くの問題を抱えている。その負の部分についても考慮した上で、本問題に関わ
る日本の戦略が構築される必要がある。
　第三に、第一や第二の点と関連して、包括的にリスクを考慮に入れてディザスターが起きる前の
事前対応をより重視し、それを可能にするための日本の政策形成プロセス??）の見直しを行うこと
が急務である。危機が起きるまで待っていては、ディザスターの及ぼす影響があまりにも広範囲で
莫大であるがゆえに遅すぎる。これをグローバルリスクの文脈で考えると尚更である。もちろん、
いつ起こるのか、どの規模で起こるのか明確でないものに政策投資を行うことは困難だという見方
もあるだろう。しかし、個々のリスクに不透明、不明確性が伴うからこそ、包括的にリスクを扱う
ことによって、共通に対処できるポイントを明確にしながら効率的に政策マネジメントを行うこと
が重要である。国境・地域・業界・セクター・イシューの境界線を超える問題であるからこそ、そ
の問題への対応も、そうした境界線を越えて、あらゆる教訓・経験・情報を体系的に捉え、それを
集約し、できる限りに実用的な準備態勢を整えることを念頭に置いた構造的な国家戦略が要求され
る。特にその戦略の中で、「統合」や「統制」に偏るのではなく、「弾力性」を重視する必要がある。
　そうした事前対応を可能にするための政策形成の見直しに関し、米国の場合においても同時多発
テロとカトリーナという?つの危機が起きてはじめて政策が動き出したことは否めない。しかし、
本稿では国家戦略の観点からホワイトハウスの戦略・計画のレビューに焦点を当てたが、危機が起
こる遥か前から????をはじめとする非営利研究機関は、包括的な焦点を当てた報告書などを通
して、政策代替案を発し続けてきた。そうした代替案が、米国がこうした問題に戦略的に取り組む
その方向付けに少なからず役立っていることも無視できない事実である。
　最後に、本稿の米国のケースから得た教訓や示唆を踏まえ、今後の課題として、他の国家のケー
スも精査した上で各国のケースを比較しながら、グローバル化の深化が構造的に与える公共政策へ
の影響に対して、如何にグローバルリスクマネジメントに適用し得る構造的な戦略を国家レベルで
構築していくかを考察する研究を進めていくことが今後重要と考えている。
??）?グローバルリスクと政策形成の関係については、以下参照。清水美香「グローバル・セキュリティと政策形成プロセスの関
係」『?????????』????（????年?月）
